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クラッシーのバックナンバーがインターネットでご覧に

なれます。「デジタルシティやめ」→クラッシー→検索
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■
立
花
町
立
花
俳
句
会

孤
独
居
の
膳
に
七
草
あ
り
が
た
き　
　
　

吉
泉
守
峰

穏
や
か
に
一
句
添
へ
た
り
初
日
記　
　

西
島
志
乃
芙

大
ぶ
り
の
寒
卵
添
へ
老
の
膳　
　
　
　

中
村
テ
ル
ヨ

初
茶
の
湯
作
法
は
思
ひ
思
ひ
な
り　
　
　

原　

宣
子

子
宝
を
願
ひ
三
宝
の
串
の
柿　
　
　
　
　

平
田
清
香

咳
や
夜
通
し
眠
り
つ
か
ぬ
ま
ま　
　
　
　

深
町
和
子

被
災
地
の
仮
設
に
変
は
り
年
変
は
る　

橋
本
ミ
ユ
キ

七
草
を
摘
む
老
の
手
の
悴
み
ぬ　
　
　

中
尾
カ
ヲ
ル

山
眠
る
梢
の
先
の
明
治
館　
　
　
　
　
　

武
田
行
夫

■
筑
後
俳
句
会

鵲
の
挨
拶
し
き
り
初
日
の
出　
　
　
　
　

永
田
富
子

潮
騷
や
白
壁
冴
ゆ
る
唐
津
城　
　
　
　
　

埴
生
洋
美

晴
れ
渡
る
山
路
彩
ど
る
紅
葉
か
な　
　

藤
島
千
代
子

隼
や
湖
底
に
眠
る
杣
の
邑　
　
　
　
　
　

水
本
辰
次

買
初
は
三
毒
流
す
洗
濯
機　
　
　
　
　
　

水
本
艶
子

マ
ス
ク
し
て
近
づ
く
老
の
目
が
笑
ふ　

浅
田
つ
き
子

三
日
早
や
苺
の
出
荷
張
り
切
り
て　
　

井
口
登
美
子

毫
光
の
ご
と
雲
間
よ
り
初
日
の
出　
　
　

猪
田
時
恵

■
上
陽
町
陽
泉
俳
句
会

肩
書
き
の
空
し
琴
の
音
春
の
海　
　
　
　

吉
泉
守
峰

犬
喰
は
ぬ
喧
嘩
ほ
ど
ほ
ど
松
の
内　
　
　

城
後
正
子

や
ん
わ
り
と
頑
張
れ
さ
う
な
初
鏡　
　

倉
ノ
下
和
代

山
茶
花
の
四
十
本
の
花
の
道　
　
　
　

荒
川
ミ
ヤ
子

石
こ
ろ
も
淑
気
感
じ
る
古
刹
か
な　
　
　

大
坪
清
香

一
斉
に
飛
び
立
つ
畑
の
寒
雀　
　
　
　
　

中
村
境
子

寒
波
急
帚
持
つ
手
を
に
ぶ
ら
し
む　
　
　

大
坪
延
子

■
紫
苑
句
会

冬
い
ち
ご
ほ
ほ
ば
る
孫
や
か
け
巡
る　

松
延
み
さ
と

峨
々
と
あ
り
修
験
者
の
径
冬
ざ
る
る　

井
上
ト
シ
子

学
問
の
神
と
親
子
の
初
詣　
　
　
　
　
　

牛
島
景
子

着
ぶ
く
れ
の
列
は
ぜ
ん
ざ
い
男
衆　
　

堤　

多
鶴
子

■
黒
木
町
く
す
の
実
句
会

新
年
よ
戦
争
を
知
る
人
が
減
る　
　
　
　

吉
泉
守
峰

弓
始
袴
の
襞
に
乱
れ
な
し　
　
　
　
　
　

寺
田
睦
子

幼
子
の
握
る
手
赤
く
雪
の
玉　
　
　
　

野
崎
万
智
子

雪
の
日
や
微
か
に
動
く
猫
の
耳　
　
　

松
尾
ア
サ
子

初
雀
レ
モ
ン
の
枝
に
ま
る
く
立
ち　
　
　

東
野
蓉
子

バ
ス
停
の
子
等
の
絵
楽
し
冬
温
し　
　
　

青
木
早
弓

雪
風
の
中
に
咲
き
た
る
薔
薇
赤
き　
　

松
尾
満
留
美

2
15 日
先負

なんでも人権相談所
（八女市社会福祉会館）

9
22 日
仏滅

16
29 日
大安

定例法律相談会（要予約）
10：00〜12：00

（八女商工会議所）☎22-5161

23
三りんぼう

友引

30
14 日
先負

3
16 日
仏滅

人形浄瑠璃　文楽
昼の部13：30／夜の部18：00

（おりなす八女）

八女筑後看護専門学校
卒業式

10
23 日
大安

17
2 月 1 日

友引

人生史サークル黄櫨の会
（福祉会館）

24
8 日
先負

川﨑病院ミニ健康教室
14：00〜・要予約・☎23-3005

「転倒予防教室」

31
15 日
仏滅

1
1月14日

友引

8
21 日
先負

15
28 日
仏滅

22
6 日
先勝

29
13 日
友引

7
20 日
友引

14
27 日
先負

なんでも人権相談所
（筑後市中央公民館）

21
5 日
赤口

28
12 日
先勝

6
啓蟄
先勝

13
26 日
友引

20
4 日
大安

無料弁護士法律相談
13：30〜（八女民主商工会）
要予約☎24-2727

27
11 日
赤口

お風呂の日（特典あります）
（べんがら村）

5
18 日
赤口

べんがらの日（べんがら村）
大浴場お一人様300円

12
25 日
先勝

19
3 日
仏滅

べんがらの日（べんがら村）
大浴場お一人様300円

26
10 日
大安

お風呂の日（特典あります）
（グリーンピア八女）（公園の宿）
（温泉館きらら）

4
17 日
大安

市民芸能のつどい
（サザンクス筑後）

11
三りんぼう

赤口

農福連携マルシェin八女
（11：00 〜八女公園）

九州オルレ天草・苓北
コースバスウォーク

（八女歩こう会）

ちっごマラソン大会
（筑後広域公園）

18
2 日
先負

牛田智大ピアノリサイタル
15：00 〜　（おりなす八女）

25
9 日
仏滅

人権映画上映会
10：00 〜（サザンクス筑後）

ゆっくり読書タイム
9：30 〜（筑後市立図書館）

4

vol.244　

3 MAR

ク
ラ
ッ
シ
ー
文
芸

心配ごと相談（八女市）
八女市社会福祉会館　３月７日
黒 木 町 ふ じ の 里　３月７日
上陽町地域福祉センター　３月14日・28日
立 花 町 か が や き　３月14日・28日

法律相談（要予約）
八女市社会福祉会館　３月９日
黒 木 町 ふ じ の 里　３月16日
上陽町地域福祉センター　３月23日

司法書士相談
黒 木 町 ふ じ の 里　３月９日
八女市社会福祉会館　３月16日

くろぎふるさと日曜市　毎週日曜日

上陽ふるさと市　　　毎週土曜日

春分の日
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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています

　

桜
の
咲
く
の
を
待
ち
焦
が
れ
て
一

年
。
桜
も
寒
さ
に
耐
え
、
春
を
待
っ

て
い
た
と
思
う
。

　

先
人
達
も
、
桜
の
開
花
に
心
躍
ら

せ
、
散
り
ゆ
く
花
を
惜
し
み
、
沢
山

の
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
。　
　
　
　

　

春
風
が
そ
っ
と
教
え
る
花
便
り

　
日
本
の
心
桜
が
語
り
継
ぎ

八
女
川
柳
会　

安
達
　
昇

今
月
の
川
柳

長ち
ょ
う
し
ゅ
ん春 

色い
ろ

今
月
の
色視覚デザイン研究所

「和の色のものがたり」より

　

小
学
生
の
頃
町
内
に
は
同
学
年
に
男
10
名
、
女
８

名
い
た
。
高
学
年
に
な
る
と
男
女
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と

は
な
か
っ
た
が
、
あ
る
日
男
子
全
員
が
女
子
た
ち
の

ひ
な
祭
り
に
よ
ば
れ
た
記
憶
が
あ
る
。
３
人
兄
弟

の
わ
が
家
で
は
ひ
な
祭
り
な
ど
無
縁
だ
っ
た
。
緋
毛

せ
ん
の
上
に
並
ぶ
キ
ラ
キ
ラ
の
飾
り
も
の
に
目
を
見

張
っ
た
。
菱
も
ち
、
雛
あ
ら
れ
、
白
酒
、
ど
れ
も
生

ま
れ
て
初
め
て
の
経
験
。
夢
心
地
だ
っ
た
。

　

厳
し
い
冬
も
終
り
春
の
陽
が
光
る
頃
に
な
る
と

「
あ
か
り
を
つ
け
ま
し
ょ
ぼ
ん
ぼ
り
に　

お
花
を
あ
げ

ま
し
ょ
も
も
の
は
な
…
…
」
童
謡
「
う
れ
し
い
ひ
な

ま
つ
り
」
の
や
さ
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
る
。

　

あ
の
日
お
ひ
な
様
の
前
で
神
妙
に
正
座
し
て
い
た

悪
さ
坊
主
た
ち
は
今
頃
ど
う
し
て
い
る
だ
ろ
う
か

…
…
。

長
春
と
は
四
季
を
通
し
て
花
が
咲
い
て
い
る
こ
と

で
す
。
四
季
咲
き
の
薔
薇
「
庚
申
薔
薇
（
こ
う
し

ん
ば
ら
）
の
漢
名
。
京
都
の
北
の
天
満
宮
や
日
光

東
照
宮
の
装
飾
に
も
長
春
の
花
が
見
ら
れ
ま
す
。

八女市高塚

松崎　美代子
　

絵
は
人
様
の
も
の
を
見
る
も
の
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
す
っ
か
り
虜
に
な

り
月
二
回
の
教
室
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ま
、
い
い
か
…
…
こ
ん
な
も
の
か
…
…
や
れ
や

れ
…
…
と
時
に
は
手
よ
り
も
口
の
方
が
動
い
て

い
ま
す
。
同
じ
画
題
で
あ
り
な
が
ら
出
来
上
り

は
十
人
十
色
で
、
あ
～
、
え
～
、
ま
～
、
そ
う

な
ん
だ
…
…
と

感
心
す
る
事
ば

か
り
。
で
も
家

に
帰
り
自
分
の

絵
一
枚
に
な
れ

ば
上
手
に
描
け

た
ね
と
誉
め
て

や
っ
て
ま
す
。

フ
フ
フ
…
…
パ

ス
テ
ル
ア
ー
ト

に
出
逢
え
て
良

か
っ
た
ね
。
と

〈
夏
椿
〉

こんにちは。
八女警察署です。

㊹
動物園化を目指して !!　生物利用科動物科学専攻　八女農業高校

　本校北山農場では、乳を搾るための乳牛（ホルスタイン種とジャージー種）
と、卵を生産する採卵鶏などの産業動物の他に、ウマやポニー、ヒツジ、ヤギ、
ウサギなどの社会動物も飼育しています。ここ数年、動物の種類や頭数が増
えて動物園のような状態になってきました。それに伴い生物利用科動物専攻
生がウサギ小屋を改築したり、ヤギ小屋を建てたりして動物達と触れ合える
ようにしています。また、土曜・日曜日も動物科学部の部員達が部活動や当
番でエサやり・掃除を担当し、人に馴れるように動物達を調教しています。
土曜日の午前中は農場を開放していますので、ポニーの乗馬体験やウサギと
の触れ合い体験、動物見学に北山農場に来てみませんか？

　　    ３月の校内販売所（八女農みらい館）の開館日
 　　　 ６日（火）、13日（火）、16日（金）、23日（金）、27日（火）、30日（金）
  　　 販売時間は、10時30分〜12時30分です。
　　   多くの皆様のお越しを心からお待ちしています。

　今月号では子ども・女性の性犯罪
等の被害防止のポイントについてま
とめました。
●性犯罪から身を守るために

【帰宅中】
◆ときどき振り返るなど周囲への警
　戒をアピール。
◆ながら歩きはしない。
◆遠回りでも明るく人通りの多い道
　を選ぶ。

【在宅時】
◆玄関ドアを開ける前に周囲を一度
　警戒。
◆女性の一人暮らしと悟られない工
　夫を。

◆高層階であってもしっかり戸締まりを。
●子供を犯罪被害から守るために
◆誰とどこに遊びに行くのか、何時に帰る
　のかを確認しましょう。
◆買い物等で一緒に外出したときも目を離
　さないようにしましょう。
◆防犯ブザーをいつでもすぐに使えるよ
　うに持たせておきましょう。

ぱっと気持ちも華やぐおひなさまカラー
の菱餅。雪の下から緑が芽吹き、桃の花
が咲く情景だろうか

動物科学部員達

ウサギの家族と一緒に ヒツジとヤギの家族

　　おりなす八女読者プレゼント
　地域の音楽家と愛好家が奏でるおりなす八女ス
プリングコンサート春の祭典 2018 花鳥風月の響き
日時　4 月 15 日（日）14：00 開演
会場　おりなす八女ハーモニーホール
　ご希望の方は氏名・住所・TEL・イベント名明記の
上（株）東兄弟へハガキで応募ください。3 月 15 日締
め切り。応募多数の時は抽選によります。招待券の発
送をもって発表とします。いずれもペア３組６名様
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呟き

終
の
棲
家
へ

　
　
　
　

ミ
キ
さ
ん
と
私
は
専
業

主
婦
。
子
育
て
ま
っ
最
中
に
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
子
ど
も
会
、
町
会
の
手
伝
い

な
ど
四
十
年
の
時
を
共
に
真
面
目

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

子
ら
が
巣
立
ち
、
夫
婦
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
タ
イ
ム
と
言
う
五
十
代
の

時
、
私
は
夫
を
難
病
で
亡
く
し
た
。

　

七
年
後
ミ
キ
さ
ん
も
又
、
愛
し

て
や
ま
な
い
伴
侶
を
看
取
っ
た
。

　

あ
っ
け
な
く
癌
で
逝
っ
た
ご
主

人
を
失
っ
た
ミ
キ
さ
ん
の
心
の
傷

は
、
思
い
の
外
深
か
っ
た
。

　

ス
ー
パ
ー
の
お
米
売
り
場
で
、

没
イ
チ
先
輩
の
私
を
捕
ま
え
、
残

さ
れ
た
者
の
辛
さ
を
ミ
キ
さ
ん

は
、
人
目
も
は
ば
か
ら
ず
泣
き
な

が
ら
延
々
と
訴
え
た
。

　

母
親
を
認
知
症
で
亡
く
し
て
い

る
ミ
キ
さ
ん
は
、
人
一
倍
認
知
症

に
敏
感
だ
っ
た
。
認
知
症
予
防
に

本
の
読
み
語
り
が
有
効
と
知
る

や
、
ミ
キ
さ
ん
は
読
み
語
り
の
グ

ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た
。

　

そ
れ
か
ら
十
年
。
唐
突
に
「
私

が
一
番
先
に
認
知
症
に
な
る
な
ん

て
」
と
言
う
ミ
キ
さ
ん
の
言
葉
を

誰
も
信
じ
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
、

次
第
に
そ
の
言
動
に
辻
褄
の
合
わ

な
い
こ
と
が
増
え
て
い
っ
た
。

　

周
り
の
誰
も
が
ミ
キ
さ
ん
の
身

に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
認
め

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

　

こ
れ
以
上
ひ
と
り
暮
ら
し
は
危

な
い
と
ふ
ん
切
り
を
つ
け
た
の
だ

ろ
う
か
。
ミ
キ
さ
ん
は
、
よ
う
や

く
子
の
住
む
町
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
に

行
く
と
決
め
た
。

「
自
分
で
行
く
と
決
め
た
の
よ
」

　

日
々
薄
れ
ゆ
く
記
憶
に
悩
み
苦

し
み
な
が
ら
、
終
の
棲
家
を
自
分

の
意
志
で
決
め
た
ミ
キ
さ
ん
。

　

ミ
キ
さ
ん
、
あ
な
た
は
素
晴
ら

し
い
。

　

風
花
舞
う
朝
、
旅
立
つ
ミ
キ
さ

ん
を
見
送
っ
た
。　
　
　
（
夏
生
）

●  心臓病（狭心症と心筋梗塞）
　心臓の働きを一言でいうと “ 血液を送るポン
プ ” ということになります。全身に大量の血液
を送り、それを受け入れ、また送る。人間が生
きている限り、この運動は決して止まることは
ありません。
　ところで、血液を送っている心臓が血液不足
で重態になることがある、というと何か皮肉な
感じがするかもしれませんが、心臓も一つの臓
器である以上、血液によって養われていること
に変わりはありません。
　心臓を養うために血液を送っている血管を冠
状動脈といいますが、この血管に動脈硬化が起こり狭くなると血液
がスムーズに流れなくなります。こうなると、心臓の動きが低下して、
狭心痛と呼ばれる胸の痛みが出てくるようになります。
　軽い発作（狭心症）であれば、じっとしていると治まることもあ
りますが、この状態がさらに進行して狭くなった血管が閉塞すると、
そこから先に血液が行かなくなって心臓の一部が死んでしまう、い
わゆる壊死に陥ります。これが心筋梗塞です。
　この心筋梗塞が突然、強く襲ってくると、そのまま一瞬のうちに
死にいたることもあります。運よく死を免れたとしても、心筋梗塞
は心臓の筋肉の一部が破壊されて動かなくなった状態ですから、心
臓のポンプとしての働きなどに大きな障害を残し、完全に治すこと
はきわめて難しくなります。
　心臓病の多くは基礎に高血圧や糖尿病などの生活習慣病がありま
す。そこで、これを予防するには、過度な塩分や脂肪摂取、喫煙、
ストレスを避け、適度な運動をするなどして、心臓をいたわる心が
けが大切です。
　もし、左の胸を中心に激しく締めつけられるような痛みに襲われ
たなら、まず狭心症の発作を考え、直ちに救急車を呼んで救急病院
へ駆け込むことが大切です。

姫野病院：松浦　緑郎
（健康管理士一般指導員）

健康よもやま話　�

八女市龍ヶ原

坂本　スミカ
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健康万歳  ㉚　　「人生百年」85歳からの設計図
　人類は年々寿命を伸ばしている。最近の人口調査では既に百寿者は 6 万 7
千人、90 歳以上の人口も年々増えて 200 万人を越えた。人生 100 歳 100
万人も現実の問題として捉えねばならなくなっている。
　残念な事にはただ単純に「長生き出来て嬉しい」と言う人は少ないのでは
ないかと思っている。寝たきりの人、認知症を持つ家族の人達には「やれや
れ生きていくのもご苦労な事だ」と呟く人達が多い気がする。
　医療は生命の質を変え、介護は生命の量を変えてきた。今年 85 歳を迎え
る私も百寿者の 1 人になる確率が 5％ほどはある。
　人生 50 年時代から 80 年時代の中では人生 100 年の人生観も到底通用し
ない。健康で介護も受けず残りの命を全うするには相当の自覚と覚悟が必要
となってくる。
　食は長寿の基本であるが「食い力」で人間は食べられる間は餅でも喉に詰
めない限りは大丈夫だ。食が摂れなくなった途端に生きる力が落ちてくる。
　医食同源と言うが「食」への歓心は最後まで失はず、手抜きで良いから自
力で賄える能力を持つこと、それに簡単な後始末位は最低限出来ないとやっ
てはいけない。
　長寿の末に家族に看取られながらの光景はこれからの超長寿社会では期待
出来ない。なるようにしかならない人生と開き直った方が気は楽になる。自
由気儘と他から言われても厭な人との付き合い、厭な場所に行く事は出来る
限り避けた方がよい。「疲れたら寝る」ことが百歳人生を全うする奥の手で
もある。どのみち 85 歳以上の超高齢者に世間は大して期待はかけていない。
　病気はあって当たり前、病院に追い回されるより余程賢い生き方で「病気
にはなっても病人にはならない」ことが肝腎である。
　100 歳人生の道を拓くには自分で生き方を探すこと、未来に対する予測は
当たらないが死ぬ時は誰も一緒には附いては来ない。
　85 歳にとってこれからの 15 年が長いか、短いかは心がけ一つで決る。

林　栄一（立花町 ･ 医師）

野鳥ウォッチング　�
アトリ（おす）

　スズメよりやや大きい鳥
で、ヨーロッパやシベリア北
部で繁殖すると言われていま
す。日本へは秋に渡来し越冬
します。
　群れで行動し、稲刈り後の
水田で見かけ「キョツ・キョ
ツ」と鳴きます。

矢部村　栗原　浩暢

第62回 川﨑病院「ミニ健康教室」
日　時　３月24日（土）14：00〜
場　所　川﨑病院5階第1会議室
演　題　「転倒予防教室〜転ばな 　
　　　　いための知識と体づくり」
講　師　松山直也（整形外科医師）
　　　　高橋達也（理学療法士）
　　　　下平華世（理学療法士）
参加費　無料　定員　40名（ 要予約）
お申し込みは　0943-23-3005野中
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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています
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八女市納楚

牛島　静香

第 31 回八女茶で健康
緑茶を飲むと脳にも良いそうです。

　私は、仕事柄、お茶の話を聞い
たり、お茶の書物をよく読むよう
にしています。先日、朝倉書店発
行の「茶の辞典」（編集代表　大森
正司）という本を読みました。
　その本の 388 〜 390 ペ－ジに「静
岡県立大学　薬学部准教授　海野

（うんの）けい子先生」のお話が載っ
ていました。
　先生が自ら行われた研究では、
①ネズミを使った実験で、緑茶カ
テキンを摂取した群において、脳
の萎縮の抑制、学習・記憶能低下
の抑制がみられた。緑茶カテキンの摂取は、中高齢期に相当する時期から
でも効果があったことから、ヒトでの中高齢期からの脳の老化予防策の一
つとして期待できる。②テアニン（お茶の旨味成分）の摂取が長期にわた
るストレスを軽減できることはヒトにおいても確かめられている。
　また、他の研究者では、60 才以上の男女 490 人を対象に認知症の発生
率を調べたところ、緑茶を毎日飲む習慣のある人の発症率が飲まない人に
比べて有意に低下していることが最近報告された。さらに、緑茶を 1 日 2
杯以上飲んでいる高齢者では、認知症になりにくい傾向にあるという報告
がある。
　こんな内容でした。海野先生にはこの原稿をお送りし、了解を頂いてお
ります。私には少し難しくて、この本を読んでいるときは、頭が少し痛く
なりましたが、お茶を飲みながら読んでいましたので、この原稿を書くこ
ろには回復したような気がしました。
　やっぱり、お茶の産地に生まれ育ってよかったなと感じています。

福岡県茶生産組合連合会事務局長　仁田原　寿一
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　　ショウジョウバカマは北海道から九州ま
で、また高層湿原から人里まで広く分布し、
花の色も淡紅色、紫色、白色と変化に富む。
　矢部村のは筑紫猩々袴。花期は 3 〜 4 月、
花が終わっても花茎が長く伸びる。日陰で湿
気の多い場所に生育している。

黒木町　松尾　重根

矢部川源流・杣の里の四季　�
ツクシショウジョウバカマ（筑紫猩々袴）

[メランチウム科]

　難所ケ滝は宝満山（829m）の九合
目、標高 724m に位置します。普段
は滝のような流れはなく、雨や雪解
け水などが山肌をつたいながら凍っ
て、つららとなります。1 月〜 2 月
の寒気が強まる時期が続くと、小さ
なつららは少しずつ時間をかけて成
長し高さ 15m の氷瀑となります。
　暖かい九州にあるとは思えない景
観で、今や冬の風物詩として多くの
登山者が訪れる名所になっています。
　この日初めて大自然の芸術と対面
した馬場さんは、「冬山が大好きに
なりました。又来年も来てみたいで
す！」と笑顔を見せました。

八女文化連盟写真部
樋口　清人

冬の風物詩
難所ケ滝

2018/01/15

煎茶道のお手前　原島政雲 師範
（福岡県茶生産組合連合会　理事）


